
 

       2026 年 11 月 12 日 

株式会社サイエンスアーツ（東証グロース:4412） 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

AI無線アプリ「Buddycom」、国土交通省「NETIS」に登録 

～公共工事・建設現場の施工管理と情報伝達を支援～ 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

株式会社サイエンスアーツ（所在地：東京都渋谷区、代表取締役社長：平岡竜太朗）は、フロントラインワ

ーカーをつなげる現場の音声・AI インフラであるライブコミュニケーションプラットフォーム「Buddycom

（バディコム）」が、国土交通省の新技術情報提供システム「NETIS（New Technology Information 

System）」に登録されたことをお知らせします。 

 

 
 

■ NETIS登録情報 

技術名称 映像・位置情報機能付き IP 無線コミュニケーションアプリ「Buddycom」 

NETIS登録番号 KT-260006-A 

URL https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubsearch/details?regNo=KT-260006 

 

■ NETIS登録の背景 

建設現場では、作業員同士の連絡や、現場と事務所の間での作業指示・進捗確認など、日々の情報共有が施

工管理を支えています。一方、無線機の音声だけでは現場の状況が十分に伝わらず、担当者が現場に行って確

認する必要が生じたり、指示や報告を聞き逃した際には再確認の手間が発生するといった課題もあります。 

Buddycom は、音声による一斉連絡に加え、テキストや画像、ライブ映像、位置情報の共有によって、こう

した課題の解決に貢献します。建設現場の迅速な状況把握と円滑なコミュニケーションを支援し、施工性の向

上を図る技術として、NETIS に登録されました。 

 

■ NETIS技術「Buddycom」の活用効果 

1．現場の連絡・状況共有を迅速化 

グループ通話で複数の関係者へ一斉に連絡できるほか、画像や映像の共有によって作業指示や進捗状況を迅

速に共有できます。また、位置情報の共有によって誰がどこにいるか地図上で確認できるため、円滑な連携・

指示が可能です。 

 

https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubsearch/details?regNo=KT-260006


2．指示・報告の確認負担を軽減 

通話内容が自動で録音・テキスト化され、音声・テキストの履歴が残るため、聞き逃した指示や報告を後か

ら確認できます。伝達内容を可視化し、再確認の手間や認識の齟齬を減らすことができます。 

 

3．現場確認のための移動負担・費用を低減 

ライブ映像で事務所など離れた場所からでも現場の状況をリアルタイムに確認できます。現場確認のための

移動に伴う手間やコストを減らし、施工管理業務の効率化と経済性の向上を支援します。 

 

4．外国人作業員とのコミュニケーションを支援 

85 言語に対応した「トランシーバー翻訳」機能により、通話内容を設定言語に翻訳して再生します。外国人

作業員とも言語の違いを気にせず連絡を取り合えるため、多様な人材が働く現場の円滑なコミュニケーション

と安全な施工を支援します。 

 

■ 新技術情報提供システム「NETIS」について 

NETIS（New Technology Information System）は、新技術に関する情報の共有・提供を目的として、国土

交通省が整備したデータベースシステムです。施工者や建設コンサルタントが公共工事等における新技術活用

を検討する際の情報源として利用されています。NETIS 登録技術を活用することにより、総合評価落札方式の

技術評価点や工事成績評定において加点対象となる場合があります。 

NETIS Web サイト：https://www.netis.mlit.go.jp/netis/ 

 

■ 今後の展開 

サイエンスアーツは、今回の NETIS 登録を機に、建設・土木分野の現場における Buddycom の活用を広

げ、円滑な情報共有を支援することで、施工管理の効率化と建設現場の安全性・生産性向上に貢献してまいり

ます。 

 

■ Buddycomとは  ( https://buddycom.net/ ) 

フロントラインワーカーをつなげるライブコミュニケーションプラットフォーム

「Buddycom」は、インターネット通信網（4G、5G、Wi-Fi®、衛星通信）を利用して、ス

マートフォンやタブレットにアプリをインストールすることで、トランシーバーや無線機

のように複数人と同時コミュニケーションを可能にするサービスです。音声、テキストチ

ャット、動画、位置情報（IoT）に加え、AI を利用したデジタルアシスタントでのコミュニ

ケーションが可能です。 

利用実績は、航空、鉄道、建設、福祉施設、流通など様々な業種にわたり、コミュニケー

ション手段として活用されています。 

 

 

 

株式会社サイエンスアーツは、「フロントラインワーカーに未来の DX を提供し、明るく笑顔で働ける社会の力となる」ことをミ

ッションとして掲げ、「Buddycom」の開発・販売を行っております。2021 年に東証マザーズに上場（現在はグロースに移行）

し、現在では 5 年連続シェア No.1※を獲得しました。今後も、スタッフ間コミュニケーションに留まらず、スタッフとお客様、ス

タッフと AI を美しくつなげることで、フロントラインワーカーが明るく笑顔で働ける社会を目指してまいります。 

 

※ 音声（映像）コミュニケーションツール出荷金額・社数（ノンデスクワーカー向け）デロイト トーマツ ミック経済研究所「デ

スクレス SaaS 市場の実態と展望 2025 年度版」 

 

◆ お問い合わせ先 

【社名】 株式会社サイエンスアーツ 

【所在地】 東京都渋谷区渋谷 1 丁目 2−5 MFPR 渋谷ビル 5F 

【代表取締役社長】 平岡 竜太朗 

【資本金】 4.5 億円 

【設立】 2003 年 9 月 

【E-mail】 pr@science-arts.com 

【Web サイト】  https://buddycom.net/ 

 

 
 

株式会社サイエンスアーツについて 
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